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ずっと、いっしょに。
honoka
toppinpararino-pu


───────────────────────












ずーっと　いっしょに　おってな？



　長い長い時の中、我らが何の為に存在するのか、誰の為にここに在るのか、その全てが曖昧になりかけていた時…
﹁おーい　しぐなむーーー」
﹁危ないですよ！　走っては転び、っ！」
　躓いて転びかけた小さな体を支える。
﹁はぁ、びっくり　してもうた。ありがとう、しぐなむ」
　驚きに目を丸くしながらそれでも尚楽しそうに笑う幼き我らが主に、つい頬が緩む。
﹁お怪我はありませんか？」
﹁うん、へいきや」
　もう幾度目になるのかも忘れた転生の後。
　我らが出会った、仕えるべき今世の主は、まだ年端もゆかぬ少女だった。

　だが、この出会いが我らを変えた。
　存在する(生きる)事への執着を生んだ。
　この小さな命を護る事。
　それがこの時代で我らが成すべき、ただ一つの使命。


　ここから先の物語。
　それは小さな主と、主を守護する心優しき騎士たちのお話。















【　名　前　】



﹁難しい顔をなされて……　どうされました？　主はやて」
﹁ん～…　なぁ、しぐなむ」
﹁はい」
﹁しぐなむは　おとな、なんよなぁ？」
﹁はぁ…」
　出会って間もない頃、我らは主との距離を測りかねていた。なにせ、これまで仕えたどの主君よりも幼いのだ。戸惑うなと言う方が難しい。とはいえ主は主。主従の関係に年齢は関係ない。そう思っていたのだが…。
﹁あんなぁ…」
﹁はい」
﹁おこらんで　きいてな？」
﹁ええ…」
﹁しぐなむ……　わたしのなまえ、な？」
﹁はい」
﹁あるじはやて　やのうて　やがみはやて…　いうんやけど」
﹁は？」
﹁せやからな、わたしのなまえ。や・が・み・は・や・て　いうんよ？」
﹁…はぁ…　それは、よく存じておりますが…」
　言葉を区切りながら、自分の名前を口にする主はやて。
　存じておりますが、と答えると「せやったら　なんで　あるじはやて　いうん？」と首をかしげ返された。ああなるほどと思いながらそれをどう説明すればいいのか思案していると背後から笑い声。
﹁一本取られちゃったわね、シグナム」
﹁シャマル」
﹁だな。いいじゃんか、もう、「はやて」でさ」
﹁ヴィータ。そうはいかぬだろう。いくら幼いとはいえ主君を呼び捨てになど」
﹁真面目が過ぎんだよ、シグナムは。なぁ、はやて」
﹁びーたは　まじめやないん？」
﹁なっ！　そういう話じゃなかっただろ…　はやて」
　最初に主の名をそう呼んだヴィータが、主の意図せぬ口撃に頬を掻く。
﹁そうね、ヴィータちゃんはもうちょっと真面目になってもいいかも。ね、はやてちゃん」
　ヴィータを揶揄ったシャマルが、膝を折り目線を合わせ主の名を呼ぶと満足したような顔で嬉しそうに微笑んだ。
　傍でそうして楽しそうに笑う主を見ていると、それでもいいかと思ってしまいそうになる。
﹁主はやて…」
﹁あー、また　あるじ　いうたぁ」
﹁あ、いや、これはその」
　ぷぅと頬を膨らませる姿がなんとも可愛らしく。
　どう説明しようか言葉を探すより、こんな顔が見られるなら、こうして叱られるのも吝かではないなと、そんな事を考えた。















【　散　歩　】



﹁きょうは　おさんぽ　いかれへんなぁ」
　空を見上げた主からの沈んだ声。
﹁ここ暫くはこんな天気が続くようですね」
﹁そうなん？」
﹁今朝の天気予報でそう言っていましたから」
﹁そうか…」
　ガックリと肩を落とし窓辺から離れる主。
　自然現象が相手では如何ともしがたく、しょんぼりとしたその背をただ見送らねばならない事が不甲斐ない。
﹁…　なぁ、しぐなむ　こわいかおして　どっかいたいんか？」
　そんな主に気遣わしげに声を掛けられた。
　怖い顔などしていたつもりはないのだが…。
﹁すみません。少し考え事をしていました。どこも痛くはありませんよ」
　出来る限り表情を崩しそう答える。
﹁なんや　そうやったん」
　ホッとしたように破顔する顔をみて安堵する。
　と、小脇に抱えたあるものに目が留まった。
﹁絵本、ですか？　主はやて」
﹁うん。よんでくれる？　しぐなむ」
　喜んで、と答えると主を抱き上げ膝の上にその場所を用意する。
﹁今日の絵本はどんなお話ですか？」
﹁あんな…　これなんやけど…」
　表紙を開き指さす先に傘を差した女の子が現れた。
　何気なく外に視線を向けるとさっきよりは小降りになっている様子。
　この分なら間もなく雨も上がるだろう。
　絵本を読み終わったら、誘ってみようか。
　雨上がりの散歩も主と一緒なら案外楽しいものかもしれないからな。

﹁ねぇ、シグナム」
﹁どうした」
﹁はやてちゃん、知らない？」
﹁ああ、それなら、ここに」
﹁……　あら、まぁ…」
　広げていた新聞を綴じる。
　ここに、と向けた視線は自分の膝の上。
　さっき絵本を読んでいる内に、気が付けば夢の世界へと向かってしまわれた。
　あらあらと目を細めるシャマルに笑みを零しながら、目が覚めたら散歩に行こうと思うんだが、と告げる。
﹁いいわね。私も一緒にいこうかしら」
　お買い物もしなきゃいけないし、と言うシャマルにそれならヴィータはどうした？と尋ねる。自分だけ除け者にされたと、後でごねられては困る。
﹁ヴィータちゃんならご近所の方とゲートボールに行ってるわよ」
﹁そうか、なら仕方ないな」
　別に誘わなかった訳ではないからな。そう心の内で呟いて、主はやての目覚めを待った。











【　迷　子　】



﹁どっから　きたん？」
　おにわで　あそんでたら、ちっちゃな　こねこが　おったんよ。
　どっから　きたん？　ってきいたらな、おそとの　ほうにむかって　にゃあ、いうて　ないとった。
﹁あっちからきたんか？」
﹁にゃん」
﹁ほな、むこうに　おかあさんとか　おるん？」
﹁にゃん」
﹁あ！　ちょお、まって！」
　こねこが　きゅうにはしって　いってもうたから、わたしも　おいかけたんよ。
　そしたらな
﹁あれ？　ここ、どこ？」
　わたしな　みたことないとこに　おったん。
﹁こねこも　おらんようになってしもうた。おかあさんにあえたんかなぁ」

　自分が今いる場所がどこなのかは分からなかったが、まだ太陽はずーっと上の方。
　子猫の事もちょっと気がかりではあったけれど、はやてはそれよりも、初めて目にする景色にワクワクしていた。
﹁たいようさん、まだ　ずーっと　たかいとこに　おるから　へいきや」
　そんな事を独りごちながらはやては歩き始めた。

　小さな穴を見つけては覗き込み、見た事のない花を見つけては立ち止まり。
　道行く大人達にどこまで行くの？と声を掛けられれば﹁いまな、たんけん　しとるんよ」なんて楽しそうな声。
　誰もがこの少女は迷子だとは知らぬまま。
　気が付けば太陽はその役目を終えようと空を茜色に染め始めていた。

﹁みち　わからん…」
　途方にくれるはやて。
　太陽が沈んでしまえば一気に辺りは暗くなる。
　さすがに心細くなってきたけれど、一向に覚えのある場所には辿りつかない。
　いくら元気がいいとはいえ、そこはまだ子供。
　半日近くも歩き回っていては疲れて足は鉛のように重くなってくる。
　行く先の分からないはやては、ついにその場にしゃがみこんでしまった。
﹁つかれた…　おなかすいた…　なぁ、しゃまる　きょうの　ごはん　なに？　びーたと　いっしょに　あいす　たべたいなぁ…。ざふぃーらに　ぎゅーって　してもええかな…。しぐなむ…　どこ？　ここ　わたし　しらんとこやった…　ふぇ…　しぐなむーーーー!!」
﹁主はやて!!」
﹁はやて！」
﹁はやてちゃん！」
　とうとう堪えきれなくなったはやてが泣きながら叫ぶ。
　すると、まるでその声に引き寄せられたかのように見知った顔が、向こうの角から現れた。
﹁うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！」
﹁お怪我は!?　どこか痛い所がありますか!?」
﹁はやてちゃん。もう、ほんと心配しましたよ」
﹁はやて、こらっ。一人で出てったらダメじゃんかよ！」
　青ざめた顔をしつつも主の身に怪我がないかを体に触れながら確認する者。
　ホッと安堵に胸を撫で下ろし、泣きじゃくるはやてを宥める者。
　乱暴な言葉の裏に死ぬほど心配し、見つかった事で同じように瞳に涙を浮かべる者。
　それらの傍らでジッと皆を見守るよう身を伏せる者。
　そして……
﹁ごめっ、なさいっ…　えっ、えっ…　こわっ、かっ……　たんっ…」
　シグナムにしがみ付き、しゃくりあげながら、ごめんなさいと繰り返すはやて。
　無事でよかったです、と頭を撫でると涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった顔で、それでも力強く﹁うん」と頷いていた。

﹁主はやては、落ち着いたのか？」
﹁ええ。今はヴィータちゃんにくっ付いて眠っているわ」
﹁そうか」
　歩き疲れてくたくただった上に、泣きじゃくったはやては気力も体力も枯れ果て、抱き上げたシグナムの腕の中であっさりと眠りに落ちていた。
　それでもシグナムがベッドに下ろすと一度目を覚まし一人は嫌だと、珍しく縋りついたから。
　それならと一緒にベッドに入ったヴィータの胸元にギュッとしがみ付きながら、ようやく安堵の眠りについたのだった。
﹁生きた心地がしなかったな」
﹁ほんとに」
　座っていたソファの背に全身を預ける。
﹁よもや力を使う事になるとは思いもしなかった」
﹁そうね…　魔法とは無縁のこの世界で、ね」
﹁ああ……」
　じっと己の手を見つめるシグナム。
﹁ずっと不要な力だと思ってきたが……　今日ほどこれに感謝した日はないかもしれないな」
﹁ええ…」
﹁だが…」
﹁ん？」
﹁使わなくて済むのならそれが一番、なんだがな」
﹁……そうね」
　シグナムは首から下げたネックレスを握り、シャマルは右手にはめた指輪にそっと唇を触れさせながら、今は穏やかに眠る主の笑顔を思い出していた。










【　おねむ　】



　パタリ、パタリと尻尾が揺れる。
　リビングの真ん中で大きな体を横たえながら、時折自分の胸元で眠る幼少の主の様子を窺うザフィーラ。
　公園でさんざん遊んだはやては帰宅して、昼食を食べている間に舟をこぎ始めた。
　何度かシャマルに注意されながらも、なんとか食事を終えるとふらふらとザフィーラの元にやってきて、それがさも当然とでもいうようにその胸元に潜り込んで眠ってしまった。
﹁すっかりはやてちゃんのお気に入りの場所になっちゃったわね」
　くすくすと笑うシャマルを一瞥しそっとはやてを包むように身を丸める。
﹁はやてちゃんの事、お願いしてもいいかしら」
　買い物に行ってくるというシャマルに一度頷いて、静かにザフィーラも目を閉じた。

﹁ざふぃーら…」
　不意に呼ばれた自身の名に半ば反射的に頭を持ち上げ主の顔を覗き込む。
　何か異変が？　と一瞬緊張したがそれもどうやら杞憂で。
　むにゃむにゃと寝言の合間に呼ばれたらしい事に、見ている夢の内容が気になった。
﹁あ、かんて……　おこられて　まう……　ない、しょ…や」
　どうやら自分は何か主と共通の秘密を持ったらしい。
　それが夢の中での事だと知りつつもザフィーラは嬉しさに尻尾を揺らす。
　パタリ、パタリ…
　不意にそれがはやての体に触れた。僅かな刺激にぼんやりと目を開ける主。
﹁ざふぃーら…」
　パタリ…
﹁まだ…　ねむい…」
　ぽふり…
　尻尾がはやての体を包む。
　まだ寝ていても大丈夫ですよ、とでも言っているかのように。















【　アイス　】





﹁なぁ、しゃまる」　
﹁どうしました？　はやてちゃん」
﹁あいす　たべたい」
﹁はい、ちょっと待って下さいね」
　キッチンにやって来たはやての目線に合わせ、シャマルがしゃがむ。
　そう言えば昨夜、アイスを食べる前に寝落ちてしまった事を思い出して、残っていたはずのアイスをシャマルは探す。
﹁あら？　……おかしいわね」
﹁しゃまる？」
﹁ちょ、ちょっと待って下さいね、はやてちゃん」
﹁ん……」
　自分の記憶違いでなければ、扉のすぐ内側にバニラアイスが1本あった筈なのに。
　冷凍庫の中身を入れ替えてみてもそれらしきものは見当たらない。
　おかしいわね、と首を傾げたその時。
﹁……しゃまる…」
　つん、と洋服の裾を引かれた。
﹁あのね、はやてちゃ、えっ？」
　なぁにと見下ろしたはやては、涙目でこちらを見てはいない。
　驚いて、はやての視線の先を追うと、そこにいたのは
﹁んもう……　ヴィータちゃんのばかっ!!」
　食べ終わったアイスの棒を、行儀悪く咥えながらやって来るヴィータの姿。
﹁なんだよ、いきなりバカって……　って、おい、はやてどうした？　あ、おいっ」
　急に怒鳴られた事に文句を言いながらも、そのすぐそばで涙を堪えるはやてを見て血相を変える。
　けれどはやては、そのヴィータの脇を、ヴィータを見る事無く走り去ってしまった。
　追いかけようとするヴィータを逃がすまいと捕えるシャマル。
﹁何すんだよ！　はやて、泣いてただろ？」
　早くいかないとというヴィータに、シャマルは深いため息を零しながら。
﹁誰のせいよ…　もう…　ホント、ばか……」
　ヴィータの肩をたたき、自身もがっくりと肩を落とすシャマルだった。


　後日

﹁よーし、はやて。何でも好きなの選んでいいぞ」
﹁ほんまに？」
﹁ああ」
﹁やったぁ！　ほんならな……」
　町のスーパーで、アイスクリームの冷凍庫を嬉しそうに覗くはやての姿があったとか。












【　だっこ　】



　深夜近く。
　入浴を済ませ立ち寄ったキッチンで、水を飲もうとグラスにミネラルウォーターを注いだ直後だった。しんと静まり返った室内に小さな音が響いた。
﹁ヴィータか？…　っ、主はやて、どうしました？」
　大方、ヴィータ辺りがトイレにでも起き出して、明かりのついたリビングに顔を出したのだろうかと思い、その名を呼んだのだが予想に反してその場に顔を出していたのは、枕を胸元に抱えた主はやてだった。
　慌てて駆け寄りその場に膝を折る。
　どうしました？　と声を掛けると﹁しぐなむは　まだ　ねないん？」と尋ねられた。
﹁いえ、そろそろ休もうかと思っていた所ですよ、主はやて」
﹁そうなん？」
﹁ええ…　」
﹁ですから、主はやても部屋に、」
　戻りましょうと続けようとして、言葉を飲んだ。
　主はやての手から落ちた枕を視線が追ったのとほぼ同じくして、首にきゅっと絡まった細い腕に気を取られたのもあるが、そこでぽつりと呟かれた言葉に思わず頬が緩んでしまったからだ。
﹁怖い夢でも、見てしまいましたか？」
﹁……ん」
　ちいさな背中に２度ほどぽんぽんと手を当てる。
﹁ヴィータを起こさなかったのですか？」
﹁おこした…　けど　おきひんもん…　」
　何となく拗ねたような口調は、今の主の表情を容易く想像する事が出来る程で、
︵全く、ヴィータは…)
　こうならないように一緒に寝たのではなかったのかと呆れてしまった。
　怖い夢を見てしまった原因は、寝る直前になって観たアニメのせいだろう。
　まさかそういったシーンがあるとは、夢にも思わなかった我らも迂闊だったのだが。
　少々行き過ぎた表現は主はやてに僅かばかりの恐怖を残してしまった。
　だからヴィータと一緒にベッドに入った筈だったのだが……。
﹁しぐなむ……　だっこ…」
　シャツを掴む手に少し力が籠る。
　小さな物音にも反応してしまう幼い主の体をそっと抱き上げると、更にギュッとしがみ付かれた。
﹁もう、大丈夫ですよ」
﹁うん…」
﹁寒くありませんか？」
﹁へーきや　しぐなむが　ぬくいから」
　漸く顔をあげた主がそう言って笑う。
﹁ヴィータの所に戻りますか？」
﹁んー…　もぉちょお、だっこしといて？」
﹁いいですよ…　ああ、そうだ、主はやて…」
﹁なん？…」
﹁今度からは……」
　主をだっこしたままソファに座る。
　念の為寒くならないようにと、ソファに出しっぱなしにしていた毛布を体にかけた。

　そうして暫しの間。
　再び、主はやてに眠りの遣いが訪れるまで、２人でおしゃべりを楽しんだ。










【　風　邪　】



﹁しぐなむ」
﹁どうしました？　主はやて」
﹁ん~。なんも、ないよ…」
﹁主？　ちょっと失礼します……」
　トコトコとやってきてぺたりと張り付いたかと思うと、くたりと腕の中で脱力してしまった主。
　普段と違う様子に嫌な予感がして、その額に手を当て眉間にしわがよる。
﹁主はやて、どこか痛いところはありませんか？」
　いつもより高い体温に体の不調はないか尋ねる。が、思うようにそれを言葉に出来ないためか、あるいはそこまでの不調を自覚していないのか「なんもないよ」と力ない笑みを浮かべるのみだった。
﹁今日は少し熱が高いようですね。大事をとって、早めに休みましょう」　
　深刻になりすぎてかえって主を不安にさせないよう言葉を選びながら、主を抱き上げる。
　言葉とは裏腹にやはり怠さがあるのか立ち上がってもこちらに身を預けるのみで特に拒む様子はなかった。

　ベッドに静かに身体を横たえ毛布を掛ける。安心させるようにぽんぽんと2度ほど毛布の上から掌を当て、多分喉が渇くだろうなと、水を取りに行こうと踵を返したその時、くんっと何かに体を引き戻された。振り向くと主が私の服の裾を掴んでじっとこちらを見上げている。
﹁どうされました？」
﹁ん……　しぐなむは　どこいくん？」
﹁水を取りに行こうかと思っていたのですが…」
﹁そうなん……」
　何かを言いたげに、けれどそれを我慢するような素振りに、一旦向けた背を翻し主が横になるベッドの端に腰を下ろす。
　安心させるように頭を撫でながらすぐに戻りますよ、と声を掛けた。
﹁…あんな、しぐなむ」
﹁はい」
﹁…おみずは　ええから…　ここにおって」
﹁え？」
﹁ここに、おって」
　熱のせいか僅かに潤んだ瞳は泣いているようにも見える。
　この年頃の割に物わかりが良すぎる主が、自分の欲求をここまで口にする事は珍しく、こんな時だと言うのに嬉しく思う私は不謹慎だろうか。
﹁ここにいても、いいのですか？」
﹁うん」
　小さな返事の後に、主に並んで横になる。
　体の向きを完全に主の側に向けるともぞもぞと胸元にまですり寄って来た。
　左手を主の体の上に預けながら「苦しくありませんか？」と尋ねると「へいき」と力なくも笑みを見せてくれた。
﹁ぬくい……」
﹁そうですか？」
﹁ん……　なぁ、しぐなむ」
﹁はい」
﹁ありがとぅ…」
　隣に誰かがいる事で安心したのか、すぐに主からは静かな寝息が聞こえ始める。
︵全く、な……）
　主の、子供らしからぬ気遣いに苦笑しながらシグナムは目の前にある小さな頭のてっぺんにそっと自身の額を押し当てた。













【　しっぽ　】











　ぱたりばたりと揺れるたび、右に左にゆれる体。
﹁なぁ……」
　ぱたり…
﹁ざふぃーら……」
　ぱたり…
﹁ぎゅーって、してもええ？」
　ぱた……ぱたん…
　どうぞとでもいうように、しっぽの主は静かに目を閉じた。

















【　りんご　】



﹁しゃまる、おる？」
﹁シャマルなら、買い物に出かけていますが？」
﹁え？　……　そうなん？」
　ただいまの声もなく、パタパタと慌ただしくリビングに駆け込んできた主は、目当てのシャマルがいないと知ると、がっくりと肩を落とし項垂れてしまった。
　その小さな手の中には、赤くて丸いりんごが一つ。
　どうしました？　と声を掛けながら「おかえりなさい」と言うと、今やっと思い出した、とでも言うように「ただいま」と主が口を開く。
　私の問いかけに「あんなぁ…　」と何だかいつもよりも重たくなった風な口が開かれ、持っていたリンゴを、主は私に差し出した。
﹁おとなりさんからな　りんご　もろたん」
﹁そうでしたか。お礼はきちんと言えましたか？」
﹁いえたよ　ありがとう、て」
﹁それは立派でしたね」
　偉いですね、と最近ようやく慣れてきた、主の頭を撫でるという行為でもって賛辞を送るがなにやら浮かぬ顔。
﹁主はやて？」
﹁ん？」
﹁もしかして、りんごを食べたかったのですか？」
﹁そうやけど…」
﹁それでしたら、私が」
　切りましょうか？　と申し出るとパッと顔をあげて「できるん？」と不安げな顔。
　いや、まぁ普段は台所に立つのは専らシャマルであるのだから仕方ないといえばそうなのだが、さすがにそれはちょっと傷つきます、主はやて…　などとはもちろん言えず。
　苦笑を零しながら私は「りんごの皮を剥くくらいは」と主からりんごを受け取った。
　台所から果物ナイフと小皿を手に戻ると、先ほどとは打って変わってワクワクと何やら期待の眼差しを向けられる。りんご１つ皮を剥くくらいでこんなにも期待されるのかと思うと何だか気恥かしさはあるものの、これからはもう少し台所に立ってみようかと、ガラにもない事を思ったその時だった。主の口から耳慣れない言葉が飛び出した。
﹁うさぎさんにしてな？」
﹁は？…　うさぎ？」
　うさぎとはどういう事なのか。聞き間違いではないかと主に尋ね返すと元気な声で﹁ながーい　みみの　うさぎさんや」と私の想像していたものと何一つ変わらないその動物の名を口にした。
　耳の長い、あのうさぎを？　このりんごで？　いや、それはどう考えても無理というものなのでは？
﹁主はやて」
﹁なに？」
﹁あ、いえ…なんでも」　
　こちらを見上げた期待の込められたまなざしに、今更出来ないとは口にできず、私はナイフを手にしながら、まるで命のやり取りでもしているかのごとく主から手渡された真っ赤なりんごを睨みつけていた。
﹁ただいまぁ～。はぁ、疲れたぁ……　ねぇ、シグナム、いる？」
﹁っ……　ああ、ここに。主はやて、少々お待ちください」
　覚悟を決めてりんごにナイフを入れようとしたところで何とも間の抜けた声が玄関から響く。名を呼ばれたことにホッと…いや、ハッとして、手にしていたりんごとナイフをテーブルに置き、一言主に断って席を立った。
﹁随分と買い込んだのだな」
﹁ちょっと、買いすぎちゃった…　シグナム平気？」
　玄関にどかりと置かれた買い物の袋を前に(うさぎに比べればこの程度)心配は無用だとシャマルに笑って見せる。
﹁代わりと言っては何なのだが…」
﹁ん？　なにかしら？」
　実はな、と先ほど主から頼まれた「りんごでうさぎ」の事をシャマルに打ち明けた。話を聞いた途端くすくすと笑いを零すシャマルに、私が思い描いていたうさぎ(の造形)ではない事を教えられて、迂闊にりんごに手を出さなくて良かったと心の底から安堵した。
﹁では頼まれてくれるか？」
﹁もちろんよ。任せて」
﹁すまない。では、私はこちらを運んでおこう」
　言って二つの買い物袋を持ち上げた。

﹁あ、もどってきた。しぐなむ、みて！」
　荷物を運び終えリビングに戻ると、主はやての嬉しそうな声が聞こえた。どうしました？とその手を見ると、綺麗に皮の切り取られたりんごが一つ。
　なるほど、確かに「うさぎ」だな。
　喜ぶ主はやての顔を見ながら、そっと隠した拳を握り、次こそはと静かにリベンジを心に誓った。












【赤とんぼ】



﹁あ、あっちいった　しぐなむ！」
﹁そんなに慌てては転びますよ！　主はやて」
　砂利道から土手を下って駆け出した主に声を張り上げる。
　暑かった夏の日も過ぎ去り、辺りはすっかりと秋めいた休日。
　散歩に行こうと手を引かれ、やって来た場所には思わず声が漏れてしまう程の数の赤とんぼが空を飛びまわっていた。
﹁むしとりあみ　もってきたら　よかったなぁ…」　
﹁先日、片付けてしまいましたからね」
　とんぼを追いかけながらそんな事を言う主にシグナムは苦笑する。
﹁では、こうしてはいかがですか？」
﹁ん？」
　どれだけ追いかけっこしても到底追いつく事の出来ないとんぼに、しゅんと肩を落とす主の手を引く。
　ちょうどコスモスの花に羽を休めに止まったとんぼを見つけそれに狙いを定めて後からそっと近づいた。
﹁いいですか…」
　まずは見ていて下さいと、主に告げ指先を静かにとんぼの目の前に突き出した。

　くるくる　くるくる　くるくる　くるくる　

　最初は少し大きく、徐々に回す指先の円を小さくしていくと、花に止まった直後よりも僅かばかり羽が下がってくる。口元に、立てた指先を当て、「静かに」の合図をしたシグナムはそうした手とは逆の手で、そーっと下がったとんぼの羽を二本の指で器用にはさんで、掴まえた。
﹁わぁ！　しぐなむ　すごい！」
　パチパチと嬉しそうに手を叩いてはしゃぐ主に微笑んで、たった今掴まえたとんぼを空へと放す。
﹁やってみますか？」
　問うとうんうんと力強い返事。
﹁くるくる　くるくる　するんやね」
　教えた事を忠実に、楽しそうに指先を回す主に、シグナムの頬は綻んだ。













【　こーひー　】





﹁しぐなむ」
﹁はい？」
﹁こーひー　のむ？」
﹁え？　今、ですか？」
﹁うん」
　リビングでいつものように新聞を読んでいた。
　トコトコと現れた主が唐突にそんな事を言うので、ではいただきますとお願いする。
　嬉しそうにインスタントコーヒーをカップに入れてくれる様子はとてもほほえましいのだけれど、如何せん……
﹁そんなに　じーっとみんでも　おさとう　いれへんよ？」
　少し怒ったように口元を尖らせる主。
　どうやらじっと見つめ過ぎたらしい。誤解されたようだ。
﹁いえ、そういう訳ではないのですが」
　と口ごもりつつ、視線は変わらず主の手元。
　こぽこぽと注がれるお湯がうっかり跳ねて主にやけどをさせたりしないかと、それが心配でたまらない烈火の将は、陰で過保護の将と呼ばれている事を知らない。















【　手　】



﹁しぐなむの　てぇはな」
﹁はい」
﹁おおきくて　ぬくぅて　やさしい　てぇやね」
﹁やさしい…　ですか？」
﹁やさしいよぉ　とーっても」
﹁そう、ですか……」

﹁しゃまるの　てぇはな」
﹁はい。はやてちゃん」
﹁やわらこうて　ふわふわやね」
﹁ふわふわ？」
﹁ふわふわや　ふわふわで　とーっても　きもちのええ　てぇやね」
﹁はやてちゃん…　」

﹁びーたの　てぇはな」
﹁おぅ」
﹁ちぃさいな」
﹁なんだよ。はやてよりかは大きいだろ？」
﹁けどな」
﹁ああ」
﹁びーたと　てぇつなぐの　だいすきなん」
﹁そうか？」
﹁うん。ぎゅって　してくれるんが　いちばん　すき」
﹁そっか…」

﹁ざふぃーらの　てぇも　やわらこうて　ぷにぷにしてるの　きもちええなぁ」
﹁……」
﹁ざふぃーらと　いっしょに　ねるやろ？」
﹁……」
﹁ざふぃーらのてぇ　ほっぺたあたるん　やわらこうて　すき。あれ？　けどざふぃーらのんは　てぇやのうて　あし、いうんかな」
　不意に浮かんだ疑問にこてんと首を傾げ、うーむと思案の顔を見せたのは一瞬で。

﹁わたしな　みんなの　てぇが　だいすきなんよ」

　ぱっと顔をあげた主が、とても嬉しそうな顔で笑って言った。
　優しいなんて想像もしていなかった、この手。
　この手に温もりがあるなどど、考えた事もなかった。
　そんな我らの手を、主はやては好きだと言ってくれる。
　優しくて温かい手だと自慢げに。
　これ以上の喜びはあるだろうか。
　これ以上の幸せはあるのだろうか。

　我らの手が優しく、温もりのあるものになれたのだとしたらそれは総て。
　主はやて、あなたに出会えたからなのです。

　あなたの小さな手に宿る、大きな大きな愛情を受け、我らはここに在る。
　願わくは、これから先もずっと、貴女と共に在れますように。


﹁なぁなぁ　おふろ　みんなで　はいらへん？」

　元気な声がリビングに響く。
　今日も変らぬ穏やかな一日が、まもなく終わりを迎えようとしていた。
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